
試験委員の指示があるまで、下の事項を読みなさい。

〔　書　式　設　定　〕

ａ． 1行の文字数を 3 0 字に設定すること。
ｂ．プロポーショナルフォントは使用しないこと。

〔　注　意　事　項　〕

1 ．ヘッダーに左寄せで受験級、試験場校名、受験番号を入力する
こと。
2．問題のとおり、すべて全角文字で入力すること。
3．長音は必ず長音記号を用いること。
4．入力したものの訂正や、適語の選択などの操作は、制限時間内
に行うこと。
5．問題は、文の区切りに句読点を用いているが、句点に代えてピ
リオドを、読点に代えてコンマを使用することができる。ただし、
句点とピリオド、あるいは、読点とコンマを混用することはでき
ない。混用した場合はエラーとする。
6．時間が余っても、問題文を繰り返し入力しないこと。
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子どもの世界でも、デジタル化が進んでいる。スマートフォンを

利用している親の５割以上が、親子で使ったことがあるという。こ

うした中、子どもに向けた機器が開発されており、売り上げも増加

し続けている。

特にタブレット型の機器は、直接指で画面にふれることで、簡単

に操作することが可能だ。そのため、学習用の教材として導入が進

められている。小学生には、楽しく学ぶことができ、理解しやすい

ととても評判がよい。今後の展開に注目したい。
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